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平成 28年９月1日現在

世帯数
男
女
総人口

2,838世帯
3,422人　
3,540人　
6,962人　

　

か
つ
て
飛
騨
と
信
濃
を
結
ぶ
重

要
路
で
あ
っ
た
野
麦
街
道
は
中
間

点
に
野
麦
峠
が
あ
り
、
高
山
・
峠

間
44
㎞
、
峠
・
松
本
間
48
㎞
の
道

程
が
あ
り
ま
す
。
館
報
前
号
と
内

容
が
重
複
し
ま
す
が
、
高
山
か
ら

は
能
登
鰤
、
越
中
木
綿
、
富
山
の

薬
な
ど
、
松
本
か
ら
は
足
袋
、
菓

子
、
曲
げ
物
細
工
な
ど
の
物
資
が

運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
９
年

に
国
鉄
高
山
線
が
全
通
す
る
と
貨

客
の
大
量
輸
送
が
可
能
と
な
り
、

峠
の
往
来
は
減
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。（『
ふ
る
さ
と
松
本
』（
郷
土

出
版
社
）
1
8
9
頁
を
参
考
）

　

交
通
手
段
が
人
馬
か
ら
自
動
車

へ
と
移
る
過
程
で
こ
の
旧
街
道
も

姿
を
変
え
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
「
島
立
探
訪
」
で
は

地
区
内
を
西
か
ら
東
へ
通
過
す

る
旧
街
道
筋
を
地
図
と
写
真
を

眺
め
な
が
ら
痕
跡
を
た
ど
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
旧
街
道
は
国
道

1
5
8
号
と
旧
国
道
に
大
体
重

な
っ
て
い
ま
す
が
重
な
ら
な
い

島
立 
　訪
島
立
の

　道
と
水

探探

区
間
も
あ
り
ま
す
。

　

波
田
を
過
ぎ
新
村
か
ら
島
立
に

入
っ
た
旧
街
道
は
国
道
と
重
な
っ

た
状
態
で
東
に
向
か
い
ま
す
。「
島

立
町
区
」
交
差
点
の
手
前
に
は
不

自
然
な
形
の
駐
車
帯
（
写
真
①
）

が
存
在
し
ま
す
。
国
道
の
４
車
線

化
の
際
に
旧
街
道
が
重
な
る
国
道

は
鉤
の
手
（
桝
形
）
の
形
状
を
含

ん
だ
状
況
に
あ
り
、
こ
の
４
車
線

道
路
の
計
画
上
に
お
い
て
余
地
残

存
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。（
近
年

発
行
さ
れ
た
『
松
本
市
史
第
二
巻

歴
史
編
Ⅱ
近
世
』
の
1
1
2
頁
に

は
、
渚
、
荒
井
、
島
立
（
当
地
点

の
こ
と
）、
北
新
な
ど
に
は
鉤
の

手
（
桝
形
）
が
み
ら
れ
る
と
の
記

述
あ
り
）
桝
形
と
云
え
ば
城
郭
へ

の
出
入
り
口
の
形
状
で
す
が
当
地

の
場
合
は
何
か
意
図
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
か
ら
旧
街
道
は
国
道
と
重

な
っ
て
東
進
し
（
写
真
②
）
分
岐

点
で
あ
る「
町
区
東
」交
差
点（
写

真
③
）
に
差
し
掛
か
り
ま
す
。
交

通
量
が
多
い
た
め
旧
国
道
へ
の
斜

め
進
入
が
し
難
い
交
差
点
で
す
。

分
岐
後
、
旧
街
道
は
旧
国
道
に
重

な
っ
て
小
柴
集
落
を
通
過
、
長
野

旧
野
麦
街
道
の
痕
跡
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自
動
車
道
を
立
体
交
差
す
る
あ
た

り
か
ら
南
に
逸
れ
、
自
動
車
道
の

敷
地
に
埋
没
、
東
側
の
側
道
（
写

真
④
）
か
ら
再
び
姿
を
現
し
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
大
庭
の
集
落
を
蛇
行

し
な
が
ら
東
進
し
（
写
真
⑤
）
簡

易
郵
便
局
南
で
旧
県
道
に
出
合
い

ま
す
。
こ
こ
を
左
折
し
40
ｍ
程
先

を
右
折
（
写
真
⑥
）
し
て
旧
街
道

は
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
郵
便
ポ

ス
ト
の
あ
る
こ
の
交
差
点
か
ら
先

程
の
立
体
交
差
ま
で
の
区
間
は
旧

国
道
の
新
道
部
分
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
右
折
し
た
旧
街
道
は
旧
国
道

と
重
な
っ
た
状
態
で
60
ｍ
程
東
に

進
み
、
大
庭
集
落
の
東
端
あ
た
り

で
右
に
逸
れ
（
写
真
⑦
）
家
屋
の

南
を
迂
回
し
た
の
ち
旧
国
道
を
斜

め
横
断
（
写
真
⑧
）、
堀
米
集
落

へ
と
入
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
交
差
地

点
か
ら
80
ｍ
程
先
で
左
折
、
さ
ら

に
30
ｍ
程
先
の
高
札
場
跡
と
道
標

の
あ
る
堀
米
集
落
の
辻
（
写
真
⑨

⑩
）
を
右
折
、
県
合
同
庁
舎
か
ら

南
へ
開
通
し
た
市
道
と
交
差
（
写

真
⑪
）
し
荒
井
集
落
へ
向
か
い
ま

す
。
交
差
か
ら
80
ｍ
程
先
で
再
び

旧
国
道
と
合
流
（
写
真
⑬
逆
方
向

よ
り
）
し
た
旧
街
道
は
荒
井
集
落

中
心
部
の
交
差
点
を
左
折
、
直
後

に
右
折
し
ま
た
旧
国
道
に
合
流
し

ま
す
。
こ
の
地
点
も
鉤
の
手
（
桝

形
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
部
分

の
道
路
は
短
絡
さ
れ
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。（
写
真
⑫
）
旧
街
道

は
こ
の
先
東
進
し
地
区
境
の
奈
良

井
川
を
渡
り
渚
、
田
川
を
渡
り

巾
上
、
伊
勢
町
を
経
て
「
牛
つ

な
ぎ
石
」
の
あ
る
本
町
通
り
（
善

光
寺
街
道
（
北
国
脇
往
還
））
と

の
交
差
点
で
高
山
か
ら
の
終
点

と
な
り
ま
す
。
旧
街
道
の
線
形

は
思
っ
た
以
上
に
直
線
で
な
く

特
に
集
落
の
部
分
で
は
屈
曲
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

人
馬
か
ら
自
動
車
へ
と
交
通

手
段
が
変
わ
り
経
済
等
様
々
な

要
因
に
よ
り
街
道
は
直
線
化
、
短

絡
化
あ
る
い
は
新
道
開
道
と
形

を
変
え
て
き
ま
し
た
。「
島
立
探

訪
」
の
項
目
の
一
つ
と
し
て
地
区

内
の
野
麦
街
道
に
つ
い
て
調
査

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
山
本
茂

美
著
『
あ
ゝ
野
麦
峠
』
で
名
が
知

ら
れ
た
感
も
あ
る
街
道
に
つ
い

て
資
料
や
文
献
は
乏
し
く
殆
ど

無
い
こ
と
に
大
変
驚
い
た
次
第

で
す
。
今
後
の
調
査
研
究
に
期
待

を
寄
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
「
野
麦
」
に
つ
い
て
の
説
明
で

す
。『
あ
ゝ
野
麦
峠
』
の
冒
頭
に

「
野
麦
」
と
は
野
生
の
麦
の
こ
と

で
は
な
く
、
峠
一
面
を
お
お
っ
て

い
る
ク
マ
ザ
サ
の
こ
と
で
大
凶

作
の
年
に
根
元
か
ら
か
細
い
穂

先
の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
結
実
、

こ
れ
を
飛
騨
で
は
「
野
麦
」
と
い

い
、
こ
の
実
を
粉
に
し
て
団
子
を

作
り
飢
え
を
凌
い
だ
と
の
記
述

が
あ
り
ま
し
た
。
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